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 超音波法あるいは巻尺による測定値を用いて筋横断面積を推定する際に、筋厚の 2 乗


























に伴う筋横断面の変化を定量し (研究 1：第 2 章)、2) 安静時、MVC 時双方の筋横断面
積を評価できる指標を作成し (研究 1：第 2 章、研究 2：第 3 章)、そして 3) 安静時、
MVC 時双方での筋横断面積指標と筋力との関係を検討した (研究 2：第 3 章、研究 3：
第 4 章)。 
 
第 2 章：最大下収縮に伴う筋横断面変化の定量：若齢男性を対象として 
 本章では、最大下収縮に伴う筋横断面変化 (筋横断面積、筋厚、筋の横幅) を定量し、
安静時および収縮時双方で適用可能な筋横断面積指標を提案することを目的とした。被
検者は若齢男性 11 名であった。MRI 用筋力計を用いて、肘関節角度 80 度で MVC 時の
肘関節屈曲トルクを測定し、その後、安静時および 30%MVC 時における肘関節屈筋群の
横断面 (筋横断面積、筋厚、筋の横幅) の定量を MRI 法により行った。筋厚および筋の
横幅と筋横断面積との関係を検討した結果、筋厚、筋の横幅ともに、両条件 (安静時およ







第 3 章：最大随意収縮中の筋横断面積指標と筋力との関係：若齢者を対象として 
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 本章では 2 つの実験を行った。実験 1 では、超音波法により得られた安静時の筋厚 
(MTr) と巻尺により得られた体肢周径囲 (Cr) の積 (MTr×Cr) が、筋横断面積の指標
になり得るか検証した。被検者は若齢者 34 名 (若齢男性 26 名、若齢女性 8 名) であっ
た。MTr×Cr と MRI 法により得られた筋横断面積との関係を検討した結果、MTr×Cr
は上腕長 60%部位の筋横断面積 (CSA60) および筋横断面積の最大値 (CSAmax) の双
方と有意な相関関係がみられ、両者の回帰直線の y 切片は 0 と有意な差がみられなかっ
た。つまり、超音波法および巻尺により得られた MT×C が筋横断面積の指標として適切
であることが示された。実験 2 では、若齢者 38 名 (若齢男性 29 名、若齢女性 9 名) を
対象に、安静時および MVC 時の筋横断面積指標 (MTr×Cr および MTm×Cm) と筋力 
(F) との関係を検討した。肘関節用トルクメータを用い、肘関節角度 90 度で MVC 時の
肘関節屈曲トルクを測定し、前腕長で割ることで F を算出した。その結果、MTr×Cr お
よび MTm×Cm ともに F との間に有意な相関関係がみられ、両者の相関係数間に有意な
差はみられなかった。しかしながら、MTr×Cr と F との間の回帰直線の y 切片は 0 より
有意に高い値であった。また、ステップワイズ法による重回帰分析により、MTm×Cm
のみ F の有意な説明変数として選定された。収縮に伴い、MT×C は増加し、皮下脂肪厚
は減少したが、このことは筋横断面積指標における収縮要素の横断面積の占める割合が
増加したことを意味する。以上のことから、MTm×Cm と F との関係は、MTr×Cr と F
のそれと同等あるいはそれ以上に密接であることが示唆された。 
 
第 4 章：最大随意収縮中の筋横断面積指標と筋力との関係：中高齢者を対象として 
 本章では、中高年齢者 58 名 (中高齢男性 22 名、中高齢女性 36 名) を対象に、MTr×
Cr および MTm×Cm と F との関係を検討した。方法は第 3章の実験 2と同様であった。
MTr×Cr、MTm×Cm ともに F との間に有意な相関関係がみられたものの、MTm×Cm
と F の間の相関係数は MTr×Cr と F の間のそれよりも有意に高かった。この結果は、
第 3 章の実験 2 で示された若齢者の結果と異なった。その要因として、中高齢者の MTr
×Cr の筋横断面積の推定精度が若齢者と比べて低く、それに応じて、MTm×Cm と MTr
×Cr の筋横断面積の推定精度の差が若年齢者よりも顕著になることが推察された。以上
のことから、中高齢者において、MTm×Cm と F との関係は、MTr×Cr と F のそれ以
上に密接であることが明らかにされた。 
 
第 5 章：総括論議 
 収縮に伴い筋横断面積および筋厚は増加し、一方で筋の横幅は減少した (研究 1)。ま
た、筋横断面積は筋厚および筋の横幅に依存することが示された (研究 1)。それ故、筋
厚および筋の横幅、どちらも反映している MT×C は、安静時および収縮時の双方で適用
可能な筋横断面積指標であることが示された (研究 1、研究 2)。MVC 時の MT×C と F
との関係は、若齢者、中高齢者の双方において、安静時よりも密接であった (研究 2、研
 3
究 3)。若齢者、中高齢者ともに、MVC 時に MT×C は増加し、皮下脂肪厚は減少した (研
究 2、研究 3)。すなわち、収縮に伴い筋横断面積指標における収縮要素の横断面積の占
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